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ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
と
ピ
ー
ス
ト
ー
ク
集
会

イ　
ラ　
ク　
攻　
撃　
か　
ら　
五　
年　
経　
っ　
た　
三　
月　
二　
〇　
日　
、　
札　
幌　
で　
は　
午　
前　
中　
に　

ピ　
ー　
ス　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
、　
午　
後　
に　
は　
ピ　
ー　
ス　
ト　
ー　
ク　
集　
会　
が　
あ　
っ　
た　
。　
午　
前　
中　
は　
少　
し　
肌　
寒　
か　
っ　
た　

が　
、　
四　
五　
〇　
人　
ほ　
ど　
が　
参　
加　
し　
、　
久　
し　
ぶ　
り　
に　
大　
き　
め　
の　
ピ　
ー　
ス　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
と　
な　
っ　
た　
。　
午　
後　

の　
集　
会　
は　
一　
〇　
〇　
人　
ほ　
ど　
が　
参　
加　
、　
一　
人　
三　
分　
で　
多　
く　
の　
人　
に　
発　
言　
し　
て　
も　
ら　
っ　
た　
。　

ピ　
ー　
ス　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
は　
、　
イ　
ラ　
ク　
派　
兵　
差　
止　
北　
海　
道　
訴　
訟　
原　
告　
団　
・　
弁　
護　
団　
（　
以　
下　
、　
イ　
ラ　
ク　

訴　
訟　
）　
と　
ほ　
っ　
か　
い　
ど　
う　
ピ　
ー　
ス　
ネ　
ッ　
ト　
、　
北　
海　
道　
平　
和　
運　
動　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
、　
有　
事　
法　
制　
反　
対　

道　
民　
連　
絡　
会　
の　
四　
者　
が　
共　
催　
。　
ピ　
ー　
ス　
ト　
ー　
ク　
集　
会　
は　
、　
イ　
ラ　
ク　
訴　
訟　
と　
ほ　
っ　
か　
い　
ど　
う　
ピ　
ー　

ス　
ネ　
ッ　
ト　
の　
共　
催　
。　
札　
幌　
で　
は　
こ　
こ　
数　
年　
、　
反　
戦　
平　
和　
や　
憲　
法　
九　
条　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
大　
き　
め　
の　

集　
会　
を　
す　
る　
時　
に　
は　
、　
こ　
の　
枠　
組　
み　
で　
行　
な　
う　
こ　
と　
が　
多　
い　
。　
昨　
年　
で　
き　
た　
「　
女　
性　
自　
衛　
官　
の　

人　
権　
裁　
判　
を　
支　
援　
す　
る　
会　
」　
も　
、　
こ　
の　
枠　
組　
み　
か　
ら　
生　
ま　
れ　
た　
と　
言　
え　
る　
だ　
ろ　
う　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
大　
き　
な　
枠　
組　
み　
が　
定　
着　
し　
て　
き　
た　
こ　
と　
を　
ど　
う　
考　
え　
る　
か　
。　

支　
持　
政　
党　
（　
民　
主　
党　
と　
共　
産　
党　
、　
社　
民　
党　
）　
に　
違　
い　
は　
あ　
っ　
て　
も　
、　
地　
域　
レ　
ベ　
ル　
で　
は　
課　
題　

に　
よ　
っ　
て　
一　
緒　
に　
や　
れ　
る　
基　
盤　
が　
で　
き　
て　
き　
た　
の　
か　
。　
そ　
れ　
と　
も　
、　
少　
数　
と　
な　
っ　
て　
き　
た　
既　
成　

「　
平　
和　
運　
動　
」　
が　
集　
ま　
っ　
て　
「　
古　
臭　
い　
主　
張　
」　
を　
繰　
り　
返　
し　
て　
い　
る　
の　
か　
。　

私　
は　
、　
根　
が　
イ　
イ　
カ　
ゲ　
ン　
な　
の　
で　
、　「　
ま　
あ　
、　
両　
方　
あ　
り　
だ　
な　
あ　
」　
と　
思　
っ　
て　
い　
る　
。　
年　
に　

何　
回　
か　
で　
も　
準　
備　
過　
程　
か　
ら　
顔　
を　
あ　
わ　
せ　
る　
こ　
と　
で　
、　
お　
互　
い　
に　
、　「　
こ　
こ　
ま　
で　
は　
一　
緒　
に　
で　

き　
る　
、　
こ　
こ　
か　
ら　
先　
は　
ま　
だ　
無　
理　
だ　
」　
と　
い　
う　
判　
断　
基　
準　
が　
で　
き　
て　
く　
る　
。　
こ　
れ　
が　
は　
っ　
き　
り　

す　
れ　
ば　
、　
お　
互　
い　
を　
非　
難　
し　
あ　
う　
こ　
と　
も　
少　
な　
く　
な　
る　
。　
ま　
た　
、　
枠　
組　
み　
が　
固　
定　
し　
て　
い　
て　
も　
、　

そ　
こ　
に　
関　
わ　
る　
人　
た　
ち　
は　
年　
齢　
も　
ピ　
ー　
ス　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
で　
の　
表　
現　
も　
多　
様　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
だ　
と　

す　
る　
と　
「　
古　
臭　
い　
（　
原　
則　
的　
な　
）　
主　
張　
」　
に　
新　
鮮　
さ　
を　
付　
け　
加　
え　
て　
い　
る　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

そ　
れ　
に　
し　
て　
も　
、　
な　
ぜ　
ピ　
ー　
ス　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
な　
の　
だ　
ろ　
う　
。　
私　
は　
、　
ピ　
ー　
ス　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
出　
発　
前　

集　
会　
の　
司　
会　
を　
し　
て　
い　
た　
の　
だ　
が　
、　
そ　
こ　
で　
「　
シ　
ュ　
プ　
レ　
ヒ　
コ　
ー　
ル　
」　
の　
確　
認　
（　
と　
い　
う　
か　
練　

習　
）　
を　
す　
る　
時　
に　
「　
昔　
風　
に　
言　
え　
ば　
シ　
ュ　
プ　
レ　
ヒ　
コ　
ー　
ル　
、　
で　
は　
い　
ま　
何　
と　
言　
う　
か　
と　
い　
う　
と　

シ　
ュ　
プ　
レ　
ヒ　
コ　
ー　
ル　
」　
と　
言　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
こ　
れ　
は　
正　
直　
な　
気　
持　
ち　
で　
、　
シ　
ュ　
プ　
レ　
ヒ　
コ　
ー　

ル　
は　
変　
ら　
な　
い　
の　
に　
、　
な　
ぜ　
デ　
モ　
だ　
け　
は　
ピ　
ー　
ス　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
と　
言　
い　
換　
え　
て　

い　
る　
の　
だ　
ろ　
う　
か　
。　
シ　
ュ　
プ　
レ　
ヒ　
コ　
ー　
ル　
を　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
ら　
、　
も　
う　

ピ　
ー　
ス　
ウ　
ォ　
ー　
ク　
と　
言　
わ　
な　
く　
て　
も　
良　
い　
よ　
う　
な　
気　
も　
す　
る　
の　
だ　
が　
…　
…　
。　

（　
越　
田　
清　
和　
・　
ほ　
っ　
か　
い　
ど　
う　
ピ　
ー　
ス　
ネ　
ッ　
ト　
）　

岩
国
市
民
は
容
認
し
て
い
な
い

二
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
岩
国
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
一
七
八
二
票
と
い
う

僅
差
で
福
田
良
彦
候
補
（
当
時
）
が
新
市
長
に
選
ば
れ
た
。
次
の
日
、
新
聞
の

紙
面
は
「
容
認
派
候
補
当
選
」
の
文
字
が
躍
り
、
あ
た
か
も
岩
国
市
民
が
容
認

に
転
じ
た
か
の
よ
う
な
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
。
し
か
し
、
福
田
候
補
は
選
挙
時

か
ら
「
国
の
言
い
な
り
に
は
な
ら
な
い
」
と
表
明
し
、
選
挙
直
後
も
「
反
対
派

の
人
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る
」
と
言
い
続
け
て
い
る
。
現
在
三
月
定
例
市
議

会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
日
ま
で
明
確
に
「
容
認
」
が
表
明
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
く
、
曖
昧
な
態
度
を
取
り
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
三
月

二
一
日
に
は
、
日
本
政
府
は
三
五
億
円
の
新
市
庁
舎
建
設
費
補
助
金
を
執
行
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
三
月
二
四
日
岩
国
市
議
会
最
終
日
に
福
田
新
市
長
は
補
正

予
算
案
を
提
案
す
る
予
定
で
あ
る
。
建
設
費
補
助
金
だ
け
で
は
な
く
、
再
編
交

付
金
も
近
々
執
行
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
今
後
し
ば
ら
く
の
間
、
日
本

政
府
は
岩
国
市
民
に
対
し
財
政
面
で
「
福
田
さ
ん
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
！
」
と
思
わ
せ
る
作

戦
に
出
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
、
福
田
候
補
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
岩
国
市
民
が
艦
載
機
の

受
け
入
れ
を
容
認
し
た
訳
で
は
な
く
、
昨
年
三
月
定
例
市
議
会
よ
り
五
回
に
わ
た
っ
て
井
原

前
市
長
が
提
案
す
る
予
算
案
が
否
決
さ
れ
続
け
る
と
い
う
状
況
の
中
で
こ
の
ま
ま
で
は
二
〇

〇
八
年
度
予
算
案
が
可
決
さ
れ
な
い
と
い
う
閉
塞
状
態
か
ら
な
ん
と
か
抜
け
出
し
た
い
と
い

う
市
民
の
不
安
の
表
れ
な
の
で
あ
る
。
市
長
選
の
出
口
調
査
で
も
艦
載
機
移
転
に
容
認
と
答

え
た
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
岩
国
と
連
帯
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
「
岩
国
市
民
は
米
軍
再
編
の
容
認
し
た
」
と
い
う
デ
マ
に
対
し
て
「
岩
国
市

民
は
今
も
負
け
ず
に
艦
載
機
移
転
反
対
の
声
を
上
げ
続
け
て
い
る
こ
と
」
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
三
月
二
日
に
岩
国
市
内
で
行
わ
れ
た
「
艦
載
機
が
来
た
ら
ど
う
な
る
の
？

〜
厚
木
基
地
周
辺
住
民
を
招
い
て
〜
」
と
い
う
市
民
集
会
（
住
民
投
票
の
成
果
を
活
か
す
会

主
催
）
に
二
五
〇
人
の
市
民
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
福
田
新
市
長
が
伝
え
て

い
な
い
艦
載
機
が
来
た
ら
実
際
に
岩
国
市
民
の
生
活
が
ど
う
な
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
岩
国
市
民
に
伝
え
て
い
く
と
同
時
に
艦
載
機
が
移
駐
し
て
く

る
以
前
に
現
在
駐
留
し
て
い
る
戦
闘
機
の
爆
音
が
違
法
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
岩
国
市
民
と
共
有
し
、
司
法
の
判
断
を
仰
い
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

（　
大　
月　
純　
子　
／　
ピ　
ー　
ス　
リ　
ン　
ク　
広　
島　
・　
呉　
・　
岩　
国　
）　

定 広島・呉・岩国

札　
幌　

点
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橋
下
知
事
の
暴
言
に
抗
議
／
米
兵
暴
行
で
申
し
入
れ

今
年
一
月
二
七
日
、
尼
崎
で
「
三
里
塚
旗
開
き
」
が
あ
っ
た
。
昨
年
亡

く
な
っ
た
三
里
塚
闘
争
に
連
帯
す
る
会
の
上
坂
喜
美
さ
ん
の
追
悼
会
映
像

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
大
阪
府
知
事
選
の
投
票
日
に
あ
た
り
、

テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
橋
下
徹
が
当
選
し
た
。
橋
下
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
当
時
、
核
武
装
論
な

ど
数
々
の
暴
言
を
吐
い
た
が
、
そ
の
後
こ
れ
ら
は
「
話
芸
」
だ
っ
た
と
弁
解
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
許
せ
な
い
の
は
岩
国
の
住
民
投
票
に
関
し
、
自
治
体
が
国
政
に
関
与
す
べ
き
で

な
い
、
な
ど
の
非
難
を
当
選
前
も
当
選
後
も
繰
り
返
し
て
い
る
。
艦
載
機
移
転
は
住
民
の

直
接
被
害
に
関
わ
る
問
題
で
、
地
方
自
治
権
の
放
棄
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
更
に
経
費

削
減
を
口
実
に
、
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
府
下
二
七
施
設
の
売
却
廃
止
の
検
討
に

と
り
か
か
っ
た
。

こ
れ
ら
を
含
め
橋
下
知
事
就
任
の
二
月
六
日
、
私
た
ち
「
し
な
い
さ
せ
な
い
戦
争
協
力

関
西
ネ
ッ
ト
」
は
、
岩
国
問
題
発
言
の
撤
回
そ
の
他
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
就
任
後
橋

下
は
、
い
ち
早
く
石
原
都
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
が
、
新
東
京
銀
行
問
題
の
よ
う
に
そ
の

無
責
任
ぶ
り
も
見
習
お
う
と
す
る
の
か
。

沖
縄
少
女
暴
行
事
件
に
関
し
て
は
二
月
一
六
日
、
米
領
事
館
へ
の
抗
議
申
し
入
れ
に
続

き
、
三
月
三
日
扇
町
公
園
で
抗
議
集
会
を
開
催
、
約
二
五
〇
人
が
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
に

は
在
韓
米
軍
の
犯
罪
が
在
日
団
体
か
ら
報
告
さ
れ
、
沖
縄
事
件
以
後
発
生
し
た
イ
ー
ジ
ス

艦
「
あ
た
ご
」
の
漁
船
衝
突
事
件
の
抗
議
、
在
日
米
軍
被
害
者
の
会
の
ア
ピ
ー
ル
、
大

江
・
岩
波
沖
縄
戦
裁
判
支
援
連
絡
会
な
ど
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
沖
縄
戦
裁
判
は

三
月
二
八
日
、
大
阪
地
裁
で
い
よ
い
よ
判
決
を
迎
え
る
。
帝
国
軍
隊
と
同
様
、
自
衛
隊
も

住
民
を
守
ら
な
い
こ
と
が
今
回
の
衝
突
事
件
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
月
二
九
日
、
近
畿
警
察
局
は
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
対
策
と
称
し
、
史
上
最
大
一
三
〇
〇
人

を
動
員
し
て
治
安
弾
圧
訓
練
を
行
い
、
そ
の
後
も
様
々
な
形
で
続
行
し
て
い
る
。
あ
り
そ

う
も
な
い
テ
ロ
想
定
は
国
民
保
護
法
制
と
共
通
す
る
。
一
方
私
た
ち
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
提

携
し
、
関
西
三
カ
所
の
閣
僚
会
議
に
対
し
て
集
会
や
学
習
会
な
ど
計
画
を
進
め
て
い
る
。

（
和
田
喜
太
郎
／
し
な
い
さ
せ
な
い
戦
争
協
力
関
西

ネ
ッ
ト
）

観

関　
　　
西　

欠
陥
機
で
の
訓
練
／
訓
練
施
設
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
／
県
民
大
会

新　
聞　
に　
�　
日　
の　
出　
�　
記　
事　
が　
載　
る　
ほ　
ど　
日　
照　
時　
間　
の　
少　
な　
い　
二　
月　
が　
終　

わ　
り　
、　
春　
の　
光　
が　
充　
ち　
て　
き　
た　
。　
す　
っ　
か　
り　
刈　
り　
入　
れ　
の　
済　
ん　
だ　
畑　
に　
は　

若　
い　
キ　
ビ　
が　
育　
ち　
始　
め　
て　
い　
る　
。　

嘉　
手　
納　
基　
地　
を　
舞　
台　
に　
新　
た　
な　
即　
応　
訓　
練　
が　
始　
ま　
っ　
た　
。　
韓　
国　
・　
群　
山　
基　
地　
よ　
り　
飛　
来　

し　
た　
Ｆ　
1  6  
戦　
闘　
機　
一　
二　
機　
が　
有　
事　
の　
シ　
ナ　
リ　
オ　
を　
基　
に　
、　
部　
隊　
派　
遣　
の　
手　
続　
き　
・　
戦　
闘　
機　

の　
運　
用　
態　
勢　
・　
基　
地　
要　
員　
の　
運　
用　
な　
ど　
航　
空　
団　
の　
総　
合　
的　
な　
能　
力　
を　
評　
価　
す　
る　
監　
査　
を　
受　

け　
る　
と　
い　
う　
。　
そ　
の　
後　
に　
予　
定　
さ　
れ　
る　
空　
対　
空　
訓　
練　
の　
相　
手　
は　
折　
り　
紙　
付　
き　
の　
欠　
陥　
機　
Ｆ　

1  5  
な　
ん　
だ　
が　
、　
こ　
ち　
ら　
は　
監　
査　
済　
み　
？　

建　
設　
ラ　
ッ　
シ　
ュ　
の　
金　
武　
町　
Ｃ　
・　
ハ　
ン　
セ　
ン　
で　
は　
レ　
ン　
ジ　
３　
附　
近　
に　
陸　
軍　
特　
殊　
部　
隊　
限　
定　

の　
ラ　
イ　
フ　
ル　
射　
撃　
場　
工　
事　
が　
始　
ま　
り　
そ　
う　
だ　
。　
沖　
縄　
自　
動　
車　
道　
も　
伊　
芸　
集　
落　
も　
一　
二　
〇　
〇　

メ　
ー　
ト　
ル　
の　
射　
程　
距　
離　
内　
の　
近　
さ　
だ　
。　
建　
設　
に　
反　
対　
し　
て　
き　
た　
伊　
芸　
区　
長　
は　
「　
地　
域　
に　
響　

く　
演　
習　
音　
は　
ひ　
ど　
く　
、　
山　
火　
事　
も　
あ　
る　
。　
今　
で　
も　
訓　
練　
は　
過　
密　
状　
態　
」　
と　
強　
く　
抗　
議　
す　
る　
。　

都　
市　
型　
訓　
練　
施　
設　
な　
ど　
住　
民　
の　
闘　
い　
で　
獲　
得　
し　
た　
移　
転　
な　
の　
に　
、　
基　
地　
内　
で　
の　
玉　
突　
き　
移　

転　
に　
よ　
っ　
て　
米　
軍　
は　
新　
し　
い　
施　
設　
を　
手　
に　
入　
れ　
、　
住　
民　
の　
危　
険　
は　
変　
わ　
ら　
な　
い　
と　
い　
う　
皮　

肉　
な　
結　
果　
を　
生　
ん　
で　
い　
る　
。　

同　
基　
地　
で　
の　
陸　
自　
第　
一　
混　
成　
団　
（　
那　
覇　
）　
の　
共　
同　
使　
用　
も　
始　
ま　
り　
、　
約　
一　
五　
〇　
名　
が　
海　

兵　
隊　
コ　
ン　
バ　
ッ　
ト　
タ　
ウ　
ン　
（　
市　
街　
地　
型　
戦　
闘　
訓　
練　
施　
設　
）　
で　
各　
種　
地　
形　
の　
通　
過　
要　
領　
の　
確　

認　
や　
ロ　
ー　
プ　
降　
下　
訓　
練　
に　
参　
加　
。　
防　
衛　
省　
は　
「　
再　
編　
実　
施　
」　
に　
�　
合　
格　
�　
し　
た　
地　
元　
に　
対　

し　
交　
付　
金　
の　
上　
限　
額　
一　
〇　
〇　
％　
を　
支　
払　
う　
方　
針　
だ　
。　

二　
月　
一　
〇　
日　
の　
米　
兵　
に　
よ　
る　
暴　
行　
事　
件　
に　
対　
し　
、　
日　
を　
置　
か　
ず　
に　
米　
四　
軍　
調　
整　
官　
へ　
の　

抗　
議　
行　
動　
や　
、　
三　
〇　
余　
の　
女　
性　
団　
体　
主　
催　
に　
よ　
る　
緊　
急　
集　
会　
が　
開　
か　
れ　
た　
。　
そ　
の　
後　
、　
フ　

ィ　
リ　
ピ　
ン　
女　
性　
へ　
の　
暴　
行　
や　
家　
宅　
侵　
入　
事　
件　
も　
相　
次　
ぐ　
中　
で　
「　
米　
兵　
に　
よ　
る　
あ　
ら　
ゆ　
る　
事　

件　
・　
事　
故　
に　
抗　
議　
す　
る　
県　
民　
大　
会　
」　
を　
三　
月　
二　
三　
日　
に　
決　
定　
、　
開　
催　
に　
向　
け　
て　
努　
力　
が　
続　

け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
県　
民　
の　
批　
判　
は　
、　
米　
軍　
の　
「　
綱　
紀　
粛　
正　
と　
隊　
員　
教　
育　
」　
や　
政　
府　
の　
「　
街　

灯　
と　
パ　
ト　
ロ　
ー　
ル　
」　
な　
ど　
の　
ゴ　
マ　
カ　
シ　
に　
対　
し　
て　
の　
み　

な　
ら　
ず　
、　「　
素　
早　
い　
対　
応　
」　
に　
安　
堵　
し　
た　
か　
の　
よ　
う　
な　

知　
事　
に　
も　
向　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

（　
野　
口　
裕　
子　
／　
沖　
縄　
・　
一　
坪　
反　
戦　
地　
主　
会　
関　
東　
ブ　
ロ　
ッ　
ク　
）　

測
沖　
縄　




